
36.6豪雨による背山（市有地）の

山崩れ調査報告

昭和 3 6 年 9 月

神戸巾建設局十．木部緑地砂防課





ま え が き

脳和 36年 6月 26日、 27日を中心に神戸地方をおそつた集中奈雨は、

各方面に多くの被害を与えたが、なかでも宅地造成地の崩壊被害に園しては、

各方面から特別の論品を浴ぴるところとなつた。

こ入にしるしたのは、その 36, 6豪雨によつて神戸市市街地背山の中枢を

なして横たわる市有林地内に発生した山崩れの調亜結果である。

その被杏のあり方が、あるところでは直接建物をおしつふしたようなとこ

ろもあるが、それはむしる一部にすぎず、その多くは山中ほとんど人の目か

らは見えないところに発生して、間接的に市街地をおぴやかしつつあるもの

だけに、ややもすれば不問に附されつつ大災祝への因を菩積していくおそれ

なしとしない。

ここに、不備ながら調在結果を報告しつつ閻迎箇所にふれて行きたい。
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1. 調査地の概要

調壷を行つたのは、西、菊水山附近（神戸’追鉄線附近）から、束、表六甲

ドライプウエイ附近にいたる間、東西に、市街地背後につらなる市有山地1,280

謳についてである。（概略位附については末尾の地図を参照のこと。）

特に、この範囲の市有地を調壺地にえらんだのは、この範囲の地質が花岡石

であつて、地形は忽で、山崩れが特に直要な意昧を持つと考えたからである。

調在地全体を通じての林相は、松{/)50年生前後の天然林、人工林が圧倒的

に広い面積を占めているが、山崩れを起こした場所だけについてみれば、 1敗立

木）也、散生地、1各染広媒樹林地、幼令林地が多かつたように，息われる。

なお、昭和 15年、神戸地方に、このたびとほゞ同雨htの疫雨があつて、そ

の時の山刷れ被寄は、山崩れ面積で、このたぴ(/)1 0倍¥1度の被害をもたらし

たと推定され、市街地の大半を水と土砂でおおつたのであるか、その後、他激

に淡流沿の堰堤工事、山崩れ跡の砂防工事が行われて今日に至つていたという

ことは、このたぴの山崩れの被店を兄る場合、是非とも喝慮されなければなら

ないこところである r

2， 山崩れの大きさ

調査地内での調在結果は、山崩れの数 20 7カ所、各山崩れの崩限面積の合

計は、 65,2 8 0かであつた。 (1カ所の崩壊面積 20 m’以上のものについて

訂査）

この山崩れの程度を昭和 13年の被杏、ならびに国内他地方での山崩れの状

態と比較するため、山林 1Kか当りの崩壊面禎：こ換虹すると O.5 :,aとなる。

これと他の山崩れとの比較は第 1表のとおりである。
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第 1表 1 Kか当りの山崩れ面積

年 次 場 所 I 1 Km• 当り山崩れ面積

昭和 36年 神戸市有林 0. 5 Ha 

昭和 13年 神戸市背山一円 5. 2 ha、

昭和 28年 門司市秤山 1. 9 ・na、

昭和33年 狩野川上流（伊豆） 1. 3 l:a 

上如こよると、 1K7が当り山炒iA1[lII秘が、神戸 0.5lta に対して、昭和 13 

年の神戸 5.3 ha 、門司 1.9 ha 、伊豆 1.3 lla であって、他のいずれよりも

被害の兜度は軽い。これまでに山崩れの被＇，年が報告されているすのを総合して

みるに、その殆んどが、 1杓が当りの山崩れ面積が、 0.5 ha ~ 5)la の間に

あるようで、これからおして消えるに、このたぴの神戸市の山崩れ被害は、被

害かあつたといえるもの I/)なかでは、比較的軽い方の部類に餓するものといえ

る。

以上山崩れの全面積について、他のものとの比較をおこなつたか、次に、 1

カ所毎の山崩れの大きさについてはどうであつたか。

第2表にかかけるのは、各山崩れの崩眼面積別内訳である。

第 2表 山崩れの面積別内訳

「l廊 1面積□□□三I2盆二，？。に誓。二，iは盟。～加’1,000加’I 計

二(1::）：IJI（ノロローロ／ー7

I U 崩、l1 1 1,166切'15,1蕊逃，： .• |5，0961/9, 5,61珈 5，必OIn'9,1109が51,165か 65,280か

面秘合江 ra oヽ (4.8)| （10.o) （7.3) I (b.6□/3) [ （14.o) ［ （J..1)［ (100.n) 
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以上の山崩れについて 1カ所平均面租を求めると、 0.0 3 ha となる。

これをほかのものと比較すると第 5表のとおりである。

第 3表 1カ所平均の山崩れ面禎

年 次 均 所 1カ所平均の山崩れ面柏
mー→一J →』-

昭和 36年 神戸市有林 0. 0 3 Lu 

昭和 13年 神戸市背山一円 0. 1 ila 

昭和 28年 門司市背山 0. 1 ha 

昭和 28年の門司の山崩れが 1カ所平均 0.1ha 、昭和 13年の神戸背山の

水古かやはり同じ 0.1ha である。そして昭和 33年の伊豆の災店をふくめて

その他、これまでにしりえたものでは、大休 0.1-0. 4 ha の間にあるようで

ある。神戸直仔林山崩れの平均面禎 0.0 3 ha というのはきわめて小であり、

これは、一iill小さな山崩れまで，J!,J任したというような見力も出米るが、それに

しても、とに角小さない崩れが多かつたということがいえるようにおもわれる。

というのが同じ神戸の昭和 13年の場合が 1カ所平均o.1 1心を示しているが、

当時の山崩れの状態を記憶している人の比較でも、このたひの山崩れより、全

休面積の上からも 1カ所平均の大きさの上からも、大面禎のものであつたよう

である。このことは、昭和 13年の経験をへて、各方1!1iにほとこされ・→こ治山施

策がかなりの効果を現わしたものとの見方もなりたつように息える。

なお、第 2表によると、このたびの山崩れ 20 7カ所の中にしめるわ-, , 17 

カ所の 1,0 0 0か以上の山崩れが、面積の上で全面積(/)47. 7伶をしめ、そ 3

流出土砂鼠はその山崩れの深さの点を消えると、面積的にみた鸞lj合を越えるも

のを生産したと喝えるとさ、大きな山崩れの防止ということば爪点的に着慮さ

れなければならないものと消える。
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ふ 山崩れと降雨散

このたぴの降雨の批をヽ海洋気象台、森林柏物園 （奥再度）、布引貯水池

六甲有料道路事務所で観測した結果は、次表、第 4表のとおりである。

山崩れ地の近くに人家の比較的多かつた再度谷地［ベ(/)人逹の品を総合すると、

山崩れは、 26日、 27日の朝の漿雨の終り頃、＇又は、やつと大雨の上りかけ

た直後あたりにもつとも多く発生した校様である。ひどい降り方に危険を感じ

て避難しつつあつた時に山崩れした、或は、避難して 30分位した時に山崩れ

した、という活を一番多く耳｛こし／し。これは、 26日、 27日に共通してのこ

とである。

2 6日、 27日の阿日にわたつて山崩れは梵生したのであるか、比較的山崩

れ直後の調在の容易であつた再度谷入 l附・近、再度ドライプヴエイの下の方を、

2 6日、 27日のそれぞれタカ、 1系旦か兄如iうた結果ではヽ 26日におこつた 11」

崩れの数と、 27日におこつた山崩れの数は 19,l故に近かつた。 26日、または、

2 7日のどちらに発生したか確品出来たものの数は十数力所に過ぎないので、

この程度の例では全体をおしはかりえないか、全体を通じては｀ 27日の発生

かやや多がつたという程度ではなかろうか。

そうするとヽここに問題となる集中豪雨は、 24日、 25日に降つた雨があ

わせて 10 0ミリ程度、そして、 26日に入つてから早朝にかけて 15 0 ~ 

2,' ミリ 1閉度であるから、 200~300ミリの連続降雨によつて、既にヽ

更‘りの山崩れが発生したことになる。そして、のこりの山崩れが 40 0ミリ捏

J)連続1'を用によりおこったのである。 (27日の山崩れのあつた時までの連

続降雨屈は 40 Gミリ捏度であつた。 ） 

このたぴの集中翠雨の総 Iij!；tは 50 0ミリ程度といえるが、そのうち 10 0 

ミリ程度は山肋れの俊に降つた雨で、山 i釘れの発生には直接謁係していない。
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第 4 表 山崩れ当時の降雨嚢（時雨量 24. 1 5は 24日 14~1 5時の雨鼠）

日時
神戸海洋 六甲有料道 布引 森林 日 時

神戸海洋 択甲有料道 布引 森 林 日 時
神戸海洋 穴料道 布引 森林 神戸海洋 向喧料道 布引 森林

気象台 路某務所 貯7J<i也 植物園 気象台 路事務所 貯水池 栂物園 気象台 烙事務所 貯水池 植物園
日 時

気象台 路事務所 貯水池 植物園

24 15 0．図リ
ヽ ミリ 26 5 3 3.ミ8リ

ニソ 27 19 豆も
三リ 2 9 ， 

0．げ
ニソ

ヽ 1 ． 

］ l 1 6 6. 4 6 31.2 20 

゜
1 0 0.2 

17 8. 3 7 2 2.u 21 

゜
2 4.4 11 〇．1

18 2. 9 8 8.6 22 0.1 1 3.0 1 2 0.0 

6.6 
| 6 0.8 

19 3. 5 ， 23 o.o 1 3 0.0 

10 
＜ 

2[〕 〇． 7 8.3 l 24 O.Ll 1 4 0.0 

21 1.1 11 5.8 20.0 28 1 o.o 1 5 〇.0 

22 0. 6 12 3.7 2 

゜
1 6 0.3 

23 o. 8 6 0.2 13 1.2 → 5 

゜
1 7 0.0 

24 1. 8 
6 5. 6 

14 0.3 4 

゜
1 8 0.1 

25 1 1.1 15 

゜
5 0.0 1 9 0.3 

2 1. 2 1 6 0.0 6 0.0 2 0 0.0 ， 

5 1. 6 17 0.0 7 0.1 嶋 21 0.1 5.5 1.6 6.2 

4 3. 6 18 

゜
8 0.8 22 

゜ | 
5 7. 4 1 9 0.1 ， 0.5 7.0 23 

゜， 
6 1 7. 2 20 0.1 1 0 4.1 24 

゜7 1 3. 7 21 

゜
11 1.3 ＜ 30 1 0.0 

11 3.0 162.8 
8 1. 5 22 

゜
1 07.5 12 0.0 2 

゜， 2.6 23 0.0 1 5 

゜
3 

゜1 0 o. 7 24 0.0 14 

゜
4 

゜11 0.0 27 1 2.1 15 

゜
5 u 

12 0.4 2 4.0 1 6 

゜
6 

゜13 

゜
3 2.9 17 

゜
7 t〕

14 1. 6 4 5.5 18 o.o 8 

゜15 8. 6 5 4.8 1 9 0.3 ， 
゜1 6 0.8 300. 0 6 7.4 

| 
20 0.8 1 0 

g 

17 

゜
7 1 3.2 21 0.0 5 5.7 3 5.3 

＇ 
18 o. 0 8 3 0.2 22 o.o 3 7.0 
19 0. 0 ， 3 8.1 23 o.o 

20 〇． 5 1 O 4"4.7 50.0 24 0 0 
I 180.5 21 0.1 1 83.0 11 1 1.5 

I 
29 1 1.1 

22 1. 2 I 
12 9.8 2 1.6 

23 4.1 13 2.1 
4 

3 2.7 

24 1. 5 14 1.4 4 1 0.2 

26 1 2. 6 15 1.U 5 5.5 

2 1 2. 5 16 o.u 6 9.5 

3 1 9. 1 17 

゜
7 0.1 

I 488.2 I 1481.4 
4 3 9. 5 I • 1 8 

゜
ヽ ヽ 8 

゜
） 

＇ 
51 o. 4 5 2 0.5 
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第 5 表 山崩れの面積と山の斜面角度の関係
（数値は山崩れの箇所数を示す。カッコ内は山崩れ面租加）
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4． 山崩れの発生した斜面の角度

山崩れは急なほど発生しやすいことは当然考えられるが、 20 7カ所の山崩

れ箇所について、山の斜面の角度別に統計をとつた結果は第 5表のとおりであ

る。第 5表には、参考のため、山崩れの面積の大小別に斜面の角度をしるした。

なお、 1カ所平均をとつてみると 38° 5 1'となる。他地方にこれまでにあっ

た山崩れの災害の調査結がは、大体 35"あたりの斜面がもつともよくくずれてお

り、ここの調査地に於けるものは、やや急なといつたところである。これは、

地質的に花協岩地帯の山崩れであることがその理由と思われる。花悔岩以外

の基岩で、風化土が、粘質土のところではよりゆるい傾斜でもつて山崩れが発

生する関係と思われる。

調在の結果では、この地区では、このたびの程度の雨の場合、 20度くらい

までの山腹はほぼ山崩れの危険性がないといえる。

5. 山崩れと道路との関係

このたぴの山崩れのあとを見廻つて関係者の多くが直感したことは、人為的

な原因のために発生したものが多かつたということである。

山崩れの梱々についてくわしく検討してみると、柩端にいえば、 1C 0中99 

までなにか人工的なものが山肌にくわえられていて、それが山崩れを羽き出し

たのだと言えそうである。そして、特に道路の関係に起因するとみとめられる

しのの多いのが目立つた。

ここに、 20 7ケ所の山崩れを道路際におこつたものと、淡流沿におこつたも

のと、その他におこつたも＇ rとに分類した第 6表をかかげる。
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第 6表 山崩れへの道路、深流の影響

山崩れ発生均所 山崩れ箇所敗 I 山 崩 れ 門 竺 ー 」 同1カ所平均

道 路 際 I 1 15ヵ所 (54.5伶） 44,150か (67.6係） 3 9 1 m> 

添 流 沿 55 " (26.6) 11, 949 (1 8.3 21 7 

そ の 他 39,, (1 8.9 ) I 
！ 

9,181 (1 4.1 ） 235 
---:ロ- I 
計 207" (100,0) 65,280 (100.0): 31 5 

山崩れの中に、相当数の淡岸崩壊-呼ばれる涙流沿の山刷；1しかふくまれること

は、各地の山崩れの調在結果に共通してみとめられるところであるが、第 6表

にみとめられるような、全体の山崩れの半改以上のものが、現地での調在結果

からあきらかに道路の存在にその発生を起因しているというようなことは、未

だ前例のないところである。

この地区の昭和 13年災宮においても、道路の開設が山崩れに大きな影響を

与えていることは一部の人々によつて強調されたけれども、特に、このたびの

災否の調在結果から出てきたところのものは、更にはるかにその当時を上姐つ

て道路カ・山崩れをおこしたことを物語つている。

他地方の山崩れ災害は、時に林道が全被杏の 10伶、或はせいぜい 15 %に

影密したというような報告があるが、箇所数にして 54. 5 %、面積合計からみ

るど c7. 6．伶にも及ふ山崩れが道路に関係しておこったということは大いに注

目しなければならない。

次表、第 7表に、道路際におこつた 11 3カ所の山崩れのみについて、更に

くわしくみてみることとする。
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第 7表 道路際に発生した山崩れの内訳

山崩れ発生均所
r』

舗 装道路上側

舗装道路下側

非舗装珀路上側

非舗装道路下側

舌
a

山崩れ個所数 I 山崩れ面秘 I 同1カ所平均

16カ豚 14.1笏） 1 8,410か (19.0伶） 1 こい、；―
I 

29 c25.7) I 24,226 (54.9) i 835 

L 

I 
35 (31.o)I 5,273(11.9)1 1s1 

I 33 (29.2) i 6,241 (14.2) ! 189 
L 

113 (100.0） 4 4, 1 so c 1 o o.o) I 3 9 1 

上表に舗装道路というのはアスファルト、コンクリート舗装の道路をいい、

具体的には、表六甲ドライプウエイ、再度ドライプウエイ、西六甲ドライプウ

エイの 3本のことである。

非舗装迅路は、そのほかの、全然舗装のなされていない山道である。公道も

あれば林道もあり、ハイキングコースもある。公道、ハイキングコースは歩迅

の幅貝であるか、林道のうち延長 3,50 0 1炉は車道である。

さて、第 7長によれば、山の道路は大きな道路も小さな道路も、一様に山崩

れを迅の上側にも下側にも発生させているが、特に目立つ点は、舗装迅路の下

側に兒生した山崩れの面積の大きさである。箇所数の面からみると道路際山崩

れの 25. 7 %であるか、面甜的に兄ると 54. 9伶と、道路際山崩れ(/)ぶに分以上

の大きさになる。

舗装道路の均合、いずれも観光ドライプウエイとして相当な幅貝を持つ：ぃ

て、且つ、勾iiじやカープにも制約をうけて建設された 1閲係上、 I:！屈口のせまいii,

舗装道路とは比較にならない鼠の山！！怯の切取りと盛り土をおこなつているため

どうしても山崩れをおこしやすい。舗装道路上下(1)山崩れか、内珀的には、迅

路際に光生した山崩れの中で 73. 9 茄も占めているのはそ(/)':,,,マ：ある。•こし

て、その中でも、下側に特に山咽れの多いj片Jf1Jを、現地を、’,・こ勾つた結果から
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考察してみたい。

山の道は、太きな雨の場合には川のようになりやすい。これは非舗装道路の

路面が、あるところでは人の背位の侵触溝を、路の真中にこのたぴの豪雨のあ

とにのこしたくらいである。その路面を流れる水が、谷間の道では、そうして

路面をけずるほどになつてもあくまで路上をながれるが、山腹道路の場合には、

絶えず、各所で路の洞から山腹にあふれおちる。それが山腹のある部分に特に

集つて流れ落ちるような場所に、かならずといつてよいくらい山崩れを発生し

ている。そして、この特定のとこ 3へのあふれおち方が、舗装道路の場合特に

多批に流れ落ちるため、山崩れの規模はどうしても大きくなる。純装道路の場

合、そのほかに側溝が一応ととのつているため、ある程度側溝が活用されて路

の同からのあふれでる水がおさえられ、それが栄雨の場合には、山道の側溝は

道路上側の山崩れのため、各所でせかれる運命にあり、水を集めておいてはか

ためて路面へ、路洞へ、 1まき出すようなことになる。それと、舗装道路の為合

自動車の安全のため路の肩に側壁が設けられているため、ある場所では、路面

を流れる水は全然路の外にあふれおちない。そのことはよいのであるが、場所

によつて、その側壁の高さが遮つていたり、なくなつていたりして、そこに路

を流れおりて来る水が集中してあふれ、そこかわずかでも凹部となつていると、

かならず大きな山崩れをおこしている。

以上は表六甲ドライプウエイ、再度ドライプウエイの場合であって、西六甲

ドライブウエイにあつては、側壁を用いず、ガード V-）レ又はガードケープ）V

を用いている腺係で、路の肩からの流水のあふれ出はより容易でありヽ側壁(/)

場合よりも一屈山崩れの頻度をたかめているようである o 舗装追路の均合、安

全な深流、水路以外のところへ絶対に路面の水がながれおちないよう、そして、

もつともつと山版の水路工事が普及される必要を感じる。

道路と山崩れの関係は、特に大きな規模でおこり易い鋪装道路の下側のもの
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について、その問題性を強く感じたのであるが、舗装、非舗装の別なく、山腹

を切り取つたところではヽ上側から山崩れして来やすくなつていることにかわ

りなく、又、道の下側は、そのような切取り土砂の盛土によつてできた、くず

れやすい場所であることも、絶えず念頭にしておかねばならないことと考える

山腹に道路を開設して行く場合、相当盤の流出土砂を発生するため、それに

対応する貯砂堰堤を下流に設ける必要のあることを強調している人があるが、

道路開設工事により発生して流出する土砂のみならず、道路開設に忌因して将

来発生する山崩れの土砂をも想定しての砂防工事が、下流市街地の安全のため

に要求されなければならない。

6. 道路以外の開発と山崩れ

私有林地の山崩れのなかには、山頂部を台地にひらいて施設をもうけたこと

が、山崩れの原因となつたものがかなりみられた。山頂部を切り崩して台地を

もうけ、そこにつくられた遊園地めいたところ、或は、送電線の鉄塔のために

つくられた台地、そして、ふる＜からあつたところの山頂の社寺の建つている

切りひらき台地でさえが、多くの山崩れを発生する因となつた。山頂部切りひ

らきによつてできた土砂が捨てられてできた弱い山股、山頂部に降つた雨水の

集水状況の変化が山崩れをひきおこしたと思われる。そして、この型の山崩れ

は、大体に山頂から山すそに長く大きな崩れ方をしたものが多かつただ「に、

今後、背山の開発に際し、道路開発の場合と共に、その排水に対する配慮は待

別に注意されねばならないところである。

このたぴの市有林地内で調査した山崩れのなかには、この型のものは全然な

かつた。
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7． 山崩れと柏生との関係

一般に、木がはえている方がはえていないより山崩れはおこりにくいとされ

ている。このたびの山崩れの調査にあたつても、一応、各山崩れ箇所の植生を

しらぺた (f)であるが、山崩れと植生の問に、はつきりとした関係をあらたに見

出すまでにいたらなかつた。とい 5(/)が、山崩れをおこしたところは附近の林

111と巡つた状態にあるところが多かつた o いわゆる、マツとかスギとかいつた

I,'，1種の純林でない、いろんな木のまじつた状態にあることも多かつた。同じマ

ツの中でも、附近が密であるのにそこだけ散生地であつたりした。附近一帯は

マツの林であるが、その山崩れした場所は前にも山崩れをしたことのある場所

であつたり、或は、道路工事土砂の捨てられている場所であつたりして、特殊

I.;.l和11をなしていた。当初予定していた調査方法による調査結呆からなんらか

の結，：倫を出すことかできなかつた。

1 0貞の第 6』ぐにおいて、 20 7カ所の山崩れのうち、道路の影響の強いもの、

欧流沿いにくずれたものを除いた、その他のものが 39カ所あることをのぺた。

このうち、 9カ所は再襄叫i寸近の面柏 5ha のなかに発生したもので、そこは

昭和 55年の伐採跡地で、スギの造林かなされている幼令林地である。斜1lii(/)傾

斜は比較的ゆるやかな方に属するが、土壊のやわらかい屑が厚かった。

伐採跡地の造林地で山崩れのあつたものを市有林地外でみたもののなかには、

j'．ぷ、作業の作業道や、大きな柏え穴さえ、山崩れ発生の因子と考えられるもの

があつた。

市有林地外の山崩れ箇所では、戦後柏えられたニセアカジヤの森林に山崩れ

したころ；）•特に多くみられた o ニセアカジヤは非常に繁殖力の強い木で、戦後

山肌に木のすくなかつたこころを急速に緑化してきたことには大きな貢献があ

つたか、山肌がくずれるのを防ぐ力ぬ力は非常に弱いことを、このたぴI/)災害

でまざまざと地しさした。そして、北雨災害後、 9月にはいつての第 2室戸台
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風で、各所に風倒木、風折木が、市有林、私有林を問わず多数できたことは、

今後、豪雨が台風にともなつてあつた場合、憂慮される点であり、多くの渤所

でニセアカジヤ森林を他の樹種に移行さして行くことの必要を感じさした。

8. 山崩れによってできた土砂の問臨

このたびの 20 7ケ所の山崩れによつてできた流出土砂は 30. 8 0 8叩と調

究され、昭和 13年の山崩れは面積的にこんどの 10倍の規模のものとさきに

のぺたが、流出土砂の 1jしを当時の fi料にもとめると、このたぴの 30倍程度か

と考えられる。しかも、このたびは、昭和 15年の市街地に土砂が流れた教訓

によつて、各谷々に堰堤の建設がすすんでいたため、こんどの程度の土砂は各

堰堤をうめるにととまつて、直接住宅に落ちてこなかつた。上流部の山崩れか

らは直接の被害をうけずにすんだ。ただ、各堰堤がかなり土砂でうず走つた現

在、今後、同じ程度の山崩れがあつた場合、同じような結果にならないのであ

り、この堰堤の貯砂の問題と、それから、このたぴの山崩れ土砂で、未だ山腹

に残る多枇のものの今後の動き、上流淡流の、土石による非常な荒廃などは、

いずれもみのがしえない今後の治山対策の対象である。

9. 市街地への直接崩壊

このたひ調在した市有林地は、直接市街地と接しているところがすくなかつ

たため、山崩れが直接建造物を押しつぷすような例は数戸にとどまつた。市街

地背後の私有林地にあっては、この山崩れによる被雹は人命をさえうはつて大

きなわざわいをもたらした。特に憐区、葺合区の、山と仕宅地と接するあたり

には、非常に多くの小さなはげおちる幽（剥落型）の山崩れが、断居崖の斜面
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に発生した。これまで、一部の説では、地層の順層面の斜面に比し、断踊面の

斜面の方が、山の表土がすべりおちる場合の摩擦抵抗が大きい関係で、山崩れ

の発生率はひくいというような意見ものぺられてきたが、事実はそれに反した。

けつきよく、いまだ豪雨の経験のない山に始めて豪雨があつて山崩れするよ

うな場合には、或いは、そのような理論が成り立つかもしれないが、これまで

豪雨というものは、有史以来でもくり返しおとずれており、＜ずれやすいとこ

ろからくずれてきている関係上、どこがくずれやすいということを、山、本来

の性格である基岩の状態などからだけみて行くことは危険である。それよりも、

市街地のすぐ背後に沢山の山崩れが一列に発生したことは、市街地の開発が山

麓に加えて行つた人工が原因するところ大であったと考えられる。

今後の山崩れの危険がもつとも強いところ、それは、今後山肌になんらかの

人工を加えて行こうとしているところである。
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むすぴ

この地方におけるこのたびの山崩れの問題、それは、道路の開設によって代表

される、背山開発と治山との間における問題と見なされる。市街地に直接接したと

ころの多い私有林地にあつては、これが宅地開発と治山との間に於ける問題とな

つて提起された o

今後、背山の開発ということが神戸市の発展のための一課題としてとりあげら

れつつある硯在、このたびの水害のおしえるところを深くかえりみて、これから

の背山における諸事業のあり方に万遺憾なきを期したいものである。
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